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テレビ会議システムで三役会議を開催

総選挙勝利の必勝体制を確立しよう1

2万人同盟を建設し、来年の全国大会成功を

伝令句

第
２
０
４
通
常
国
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
重
要
課
題
が
山
積
し

た
ま
ま
６
月
略
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
で
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、
安
全
に
と
っ
て
大

間
題
な
こ
と
か
ら
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
国
民
民
主
党
、
社
民
党

の
野
党
４
党
は
会
期
延
長
を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
菅
政
権
は
こ

れ
を
拒
否
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
一
方
で
国
民
投
票
法
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
、
土
地
利
用
規
制
法
な
ど

の
悪
法
を
数
を
頼
ん
で
強
行
し
ま
し
た
。

６
月
配
日
に
開
か
れ
た
中
央
三
役
会
議
の
討
論
を
受
け
て
、
増
本
一
彦
会

長
は
、
「
菅
政
権
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、
営
業
と
暮
ら

し
を
守
れ
！
『
市
民
と
野
党
の
共
同
』
で
政
権
交
代
を
め
ざ
し
、
総
選
謹

必
勝
体
制
を
確
立
し
よ
う
！
選
挙
勝
利
と
結
ん
で
会
員
を
拡
大
し
、
２
万

人
の
同
盟
を
建
設
し
、
来
年
の
第
伽
回
全
国
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
」

と
の
全
会
員
の
み
な
さ
ん
へ
の
訴
え
を
発
表
し
ま
し
た
。
（
「
訴
え
」
の
全

文
は
、
「
不
屈
」
７
月
号
に
同
封
し
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
デ
ル
タ
株
が
急
拡
大
。
専
門
家
の
試
算
で
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
１
日
１
０
０
万
回
で
進
ん
だ
場
合
、
東
京
の
７
月
中
旬
の

新
規
感
染
者
は
１
日
１
２
０
０
人
を
超
え
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
が
必
要

に
な
る
と
の
こ
と
。
総
選
挙
勝
利
で
政
権
交
代
を
実
現
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

抜
本
的
強
化
を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

主な 事記

●
私
も
一
言
／
佐
野
彰
義
・
最
勝
寺
住
職
．
．
：
…
．
：
：
：
．
：

●
顕
彰
碑
／
須
田
朱
八
郎
・
記
念
碑
：
．
：
：
．
：
．
：
：
…
．
．
：
：

●
抵
抗
の
群
像
／
増
田
し
う
・
帝
大
セ
ッ
ル
託
児
部
で
活
動

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
．
：
…
…
：
：
：
．
．
…
：

●
請
願
署
名
の
紹
介
議
員
一

覧
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’
（
２
ぺ
ｌ
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

小
松
敦
事
務
局
長
が
皿
年
度
方
針
と
〔
川
刷
凹
岐
郷
椛
設
が
会
員
拡
大
切
り
型
で
す
が
、
皆
で
噸
張
り
ま
し
た
。

妬
歳
に
な
る
石
丸
会
長
の
「
息
の
あ

し
て
、
①
会
員
５
０
０
人
と
支
部
体
制
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
限
り
頑
張
る
」
の
元
気
発
言
や
、
は

確
立
。
②
国
賠
署
名
６
０
０
０
筆
。
て
い
た
第
謁
回
山
梨
県
本
部
総
会
は
１
る
ば
る
お
越
し
い
た
だ
い
た
中
央
の
二

③
映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
の
取
り
組
み
年
皿
力
月
振
り
に
５
月
塑
日
、
国
際
交
人
の
特
別
報
告
が
参
加
者
の
元
気
を
引

に
全
力
（
県
内
で
即
力
所
一
万
人
以
上
流
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
１
０
０
人
定
き
出
し
ま
し
た
。
①
田
中
幹
夫
事
務
局

の
地
域
上
映
会
を
決
定
）
な
ど
を
提
案
員
）
に
弛
人
が
出
席
し
、
昼
ま
で
に
終
長
は
署
名
や
支
部
づ
く
り
で
山
梨
は
前

し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
小
松
実
、
わ
る
濃
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
総
会
で
し
進
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
力
強
く

事
務
局
長
に
小
松
敦
を
再
選
し
ま
し
た
。
た
。
例
年
は
狭
い
場
所
で
昼
食
を
挟
ん
評
価
。
②
藤
田
廣
登
さ
ん
は
無
名
の
伊

（
県
本
部
事
務
局
長
・
小
松
敦
）
で
の
口
角
泡
を
飛
ば
す
交
流
で
心
も
体
藤
千
代
子
の
映
画
化
で
山
梨
が
最
初
の

も
安
ら
ぐ
と
こ
ろ
、
今
回
の
形
式
は
紋
訪
問
地
と
し
て
先
鞭
を
つ
け
て
く
れ
た

遥
三
三
三
三
一
三
三
三
匪
罐
潅
一
に
雁
権
脹
一
窪
崖
一
罹
艫
囎
維
鱸
一
三
三
に
禧
維
一
壱
一
壱
一
潅
三
涯
一
罎
一
匪
膣
匪
涯
筐
一
媚
一
権
帽
帽
灌
一
Ｅ
一
涯
一
嵯
戚

Ⅲ州
。
一
局
で
す
。
こ
の
度
は
大
阪
の
事
務
局
長
・
塩
も
、
明
治
の
大
逆
事
件
に
連
座
し
た
高
木
顕
明
氏
が
同
じ
Ⅱ

《
。
ｒ
細
↑
州
岫
軸
加
開
鯏
咋
舳
小
仙
旧
形
訳
加
瀬
棉
状
州
Ⅷ
”
棚
伽
諏
岫
舶
峨
散
唾
椰
州
蠅
岫
肺
昨
駅
剛
‐

渤
隙
黙
。
今
後
も
新
た
芙
阪
府
同
盟
唯
一
の
女
性
、
管
野
須
賀
子
の
生
き
方
に
も
惹
か
れ
ま
し

た
。

に
全
力
命
の
大
切
さ
人
権
の
大
切
さ
を
説
き
続
け
る

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ｉ

Ⅱ

川
を
尽
く
し
ま
す
。
さ
の
あ
き
よ
し
卜
の
先
駆
者
、
ジ
ェ
ン
ー

佐
野
彰
義
グ
ー
平
等
を
あ
の
時
代

Ⅲ川
私
は
宗
教
者
の
立

川
場
に
も
あ
り
、
今
般
に
訴
え
た
す
ば
ら
し
い
Ｉ

琴Ⅲl ll lll lllll l l l lllⅢⅢlllllllllllllllllllllll1111llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll111llllll1111lllllllllllllllllllllll 一
繊
鋤
鰯
錆
蛎
》
一

灘
蕊
熱
識

立
憲
民
主
党㈹

人

阿
久
津
幸
彦

阿
部
知
子

池
田
真
紀

石
川
香
識

今
井
雅
人

生
方
幸
夫

逢
坂
誠
二

大
河
原
雅
子

岡
島
一
正

小
川
淳
也

奥
野
総
一
郎

尾
辻
か
な
子

小
沢
一
郎

海
江
田
万
里

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

国会請願署名の紹介議員
12．人のみなさん

金
子
恵
美

神
谷
裕

亀
井
亜
紀
子

川
内
博
史

菅
直
人

菊
田
真
紀
子

里
砦
宇
洋

小
宮
山
泰
子

近
藤
昭
一

佐
々
木
隆
博

櫻
井
周

重
徳
和
彦

階
猛

篠
原
孝

下
条
み
つ

白
石
洋
一

関
健
一
郎

高
木
錬
太
郎

武
内
則
男

辻
元
清
美

津
村
啓
介

寺
田
学

長
尾
秀
樹

長
妻
昭

中
川
正
春

中
島
克
仁

長
谷
川
嘉
一

日
吉
雄
太

堀
越
啓
仁

本
多
平
直

松
木
謙
公

松
田
功

松
平
浩
一

道
下
大
樹

緑
川
貴
士

－

－

ニニ
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卒唾?1，
垂

大
阪
の
治
安
維
持
法
犠
牲
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
訓
歳
を
待
た
ず
、
国
に
よ
っ
て
命
川

者
の
名
簿
編
集
委
員
と
し
絶
た
れ
る
無
念
さ
が
許
せ
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
後
川

て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
の
治
安
維
持
法
に
も
繋
が
り
、
多
く
の
若
者
が
殺
さ
れ
た
川

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宗
こ
と
を
国
に
社
会
に
訴
え
続
け
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て

教
は
本
来
、
命
の
大
切
さ
、
の
宗
教
者
と
し
て
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
権
の
大
切
さ
を
説
き
続
（
最
勝
寺
住
職
同
盟
大
阪
本
部
副
会
長
）

村
上
史
好

森
山
浩
行

矢
上
雅
義

山
岡
達
丸

山
川
百
合
子

山
崎
誠

山
花
郁
夫

屋
良
朝
博

柚
木
道
義

横
光
克
彦

吉
田
統
彦

国
民
民
主
党３

人

岸
本
周
平

西
岡
秀
子

古
川
元
久

日
本
共
産
党ｎ

人

赤
嶺
政
賢

笠
井
亮

穀
田
恵
二

志
位
和
夫

塩
川
鉄
也

清
水
忠
史

田
村
貴
昭

高
橋
千
鶴
子

畑
野
君
枝

藤
野
保
史

宮
本
徹

社
民
党

本
村
伸
子２

人

蕊
議
蕊

蕊
蕊
蕊
蕊

…
：
一

立
志
民
主
党肥

人

有
田
芳
生

石
垣
の
り
子

打
越
さ
く
良

江
崎
孝

小
沼
巧

川
田
龍
平

木
戸
口
英
司

小
西
洋
之

杉
尾
秀
哉

田
名
部
匡
代

徳
永
エ
リ

羽
田
次
郎

鉢
呂
吉
雄

森
ゆ
う
こ

水
岡
俊
一

宮
沢
由
佳

横
澤
高
徳

吉
田
忠
智

無
所
属

国
民
民
主
党２

人

大
塚
耕
平

照
屋
寛
徳

吉
川
元

局
井

１
人

學
不
圭
心

舟
山
康
江

日
本
共
産
党過

人

井
上
哲
士

煙
滕
岳

市
田
忠
義

岩
渕
友

紙
智
子

吉
良
よ
し
子

倉
林
明
子

小
池
晃

田
村
智
子

大
門
実
紀
史

武
田
良
介

山
下
芳
生

山
添
拓

社
民
党

１
人

福
島
み
ず
ほ

れ
い
わ
新
選
組

２
人

木
村
英
子

舩
後
靖
彦

無
所
属

６
人

伊
波
洋
一

嘉
田
由
紀
子

高
良
鉄
美

寺
田
静

永
江
孝
子

芳
賀
道
也

同
盟
千
葉
県
本
部
第
娼
回
総
会
が
、

５
月
訂
日
千
葉
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
松
実
会
長
は
、
前
総
会
か
ら
を

振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
ま
し

た
。

第
一
に
、
映
画
『
伊
藤
千
代
子
の
生

涯
』
の
取
り
組
み
が
大
き
く
前
進
。
藤

田
廣
登
さ
ん
の
『
時
代
の
証
言
者
』
の

出
版
記
念
講
演
会
を
担
っ
た
国
民
救
援

会
、
民
青
県
委
員
会
、
共
産
党
県
委
員

会
、
同
盟
の
４
者
が
中
心
に
い
よ
い
よ

６
月
は
じ
め
に
実
行
委
員
会
を
旗
揚
げ

し
ま
す
。

第
二
に
、
組
織
と
財
政
が
さ
ら
に
前

進
。
現
在
４
３
９
人
、
目
標
の
４
５
０

人
ま
で
あ
と
一
歩
で
す
。

第
三
は
、
千
葉
県
の
治
安
維
持
法
犠

牲
者
名
簿
の
編
集
が
動
き
始
め
て
い
ま

す
。
更
に
先
般
、
『
日
本
共
産
党
千
葉

県
委
員
会
・
日
本
共
産
青
年
同
鰻
千
葉

県
準
備
委
員
会
検
挙
概
況
』
と
い
う
膨

大
か
つ
貴
重
な
資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
創
立
百
年
に
あ
わ

せ
て
出
版
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

（
３
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

各
県
本
部
の
大
会
。
総
会

（
附
刷
国
４
５
０
人
を
早
期
達
成

’

と
医
師
に
聞
か
れ
た
の
で
、
左
腕
を
出

し
ま
し
た
。
「
チ
ク
つ
と
し
ま
す
」
と

い
わ
れ
、
針
が
皮
層
に
触
れ
た
と
思
っ

た
ら
終
了
▼
痛
み
は
な
か
っ
た
の
で
、

も
う
終
わ
っ
た
の
で
す
か
、
と
い
う
と
、

医
師
は
「
簡
単
で
す
か
ら
」
と
す
ま
し

顔
。
テ
レ
ビ
か
ら
は
針
が
深
く
入
っ
て

痛
そ
う
に
見
た
の
で
緊
張
し
た
の
で
す

が
：
。
応
分
ほ
ど
し
て
異
常
が
な
か
っ

た
の
で
帰
宅
○
Ｋ
に
▼
医
師
か
ら
筋
肉

痛
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

し
た
。
翌
朝
に
腕
の
痛
み
が
少
し
あ
り

ま
し
た
が
、
２
日
目
は
や
わ
ら
ぎ
ま
し

た
。
つ
ら
か
っ
た
ら
副
作
用
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
よ
う
に
と
電
話
番

号
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
渡
さ
れ
ま
し
た

▼
国
内
で
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終

わ
っ
た
人
は
ま
だ
全
人
口
の
約
８
％
だ

そ
う
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
お
す
み
で

し
ょ
う
か
。
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

遅
れ
て
世
界
で
１
０
７
位
だ
と
か
。
２

回
目
は
反
応
が
強
い
そ
う
で
す
が
、
無

事
に
終
わ
っ
て
ほ
し
い
。
（
鶴
）

こ
と
、
各
地
で
伊
藤
千
代
子
の
化
涯
を

語
る
だ
け
で
な
く
治
安
維
持
法
に
対
す

る
今
の
政
治
家
の
態
度
、
国
家
的
犯
罪

に
今
で
も
謝
罪
し
て
い
な
い
こ
と
を
話

し
、
い
つ
も
署
名
と
入
会
申
込
書
を
持

ち
歩
い
て
い
る
こ
と
。
特
に
千
葉
学
習

会
で
は
妬
人
中
媚
人
が
非
同
盟
員
、
後

で
手
紙
を
出
し
脂
人
が
入
会
し
た
こ
と

な
ど
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

映
画
は
四
月
、
日
撮
影
開
始
、
来
年

の
３
月
略
日
上
映
予
定
だ
が
お
金
が
足

り
な
い
と
の
訴
え
に
、
持
参
さ
れ
た
書

籍
は
会
場
で
売
り
き
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
共
産
党
県
委
員
会
、
年
金

者
組
合
県
本
部
、
国
民
救
援
会
か
ら
の

来
賓
挨
拶
、
大
阪
府
本
部
を
は
じ
め
山

梨
革
新
懇
民
医
連
、
民
育
、
県
労
、

新
婦
人
、
山
梨
健
康
友
の
会
、
山
梨
県

社
保
協
か
ら
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、

ｎ
人
の
物
故
者
へ
の
黙
と
う
後
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
９
人
か
ら
の
活
発
な
発
言

後
、
「
５
つ
の
劃
年
度
ス
ロ
ー
ガ
と

「
特
別
決
議
」
を
含
む
す
べ
て
の
議
案

は
、
財
政
の
勘
定
科
目
な
ど
一
定
の
改

善
課
題
を
含
め
て
、
全
員
の
拍
手
で

括
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
ぺ
ｌ
ジ
に
つ
づ
く
）

近
く
の
開
業
医
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
ま
し
た
。
待

ち
時
間
も
な
く
「
ど
ち

ら
の
腕
に
し
ま
す
か
」

一

－
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ｌ噂
獅
弾
圧
に
抗
し
。
戦
後
の
民
医
連
を
担
っ
た

鴎
’
須
田
先
雌
郎
記
念
碑

Ｉ１
９
１
２
（
明
治
妬
）
年
八
王
子
羽
年
召
集
を
受
け
中
国
に
派
遣
さ

に
生
ま
れ
た
須
田
朱
八
郎
は
、
医
師
れ
た
が
１
年
後
帰
国
、
除
隊
し
て
復

を
志
し
た
旧
制
静
岡
高
校
時
代
、
社
学
。
し
か
し
、
虹
年
日
米
開
戦
の
翌

研
、
共
青
の
反
戦
活
動
で
検
挙
、
退
日
予
防
拘
禁
で
８
カ
月
拘
留
さ
れ
た
。

学
処
分
に
な
っ
た
後
、
日
本
労
働
組
蛆
年
東
京
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
、

合
全
国
協
議
会
（
全
協
）
活
動
に
参
結
核
医
と
し
て
国
立
中
野
療
養
所
へ
・

加
。
妬
年
軍
医
と
し
て
大
島
に
派
遣
さ
れ
、

蛆
年
兵
役
忌
避
を
し
て
北
海
道
大
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
る
。

学
の
学
生
組
織
再
建
の
任
務
を
果
た
敗
戦
後
復
職
し
て
全
医
労
の
職
員

し
帰
京
、
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
、
労
組
を
結
成
、
書
記
長
、
副
委
員
長

拷
問
を
受
け
２
年
半
投
獄
さ
れ
た
。
に
。
と
こ
ろ
が
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
を

釈
放
後
、
同
志
で
あ
る
若
枝
夫
人
に
受
け
、
以
後
、
赤
羽
診
療
所
長
、
八

支
え
ら
れ
な
が
ら
東
京
医
学
専
門
学
王
子
共
立
診
療
所
医
師
と
し
て
熱
血

校
に
入
学
。
診
療
。
弱
年
立
川
総
合
病
院
長
に
就

任
。
帥
年
第
一
次
訪
中
団
団
長
と
し

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

浅
川
副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶
で
、
①

い
い
発
言
が
多
か
っ
た
②
中
央
の
二
人

の
特
別
報
告
で
後
の
議
事
が
効
果
的
に

進
ん
だ
③
三
つ
の
支
部
二
つ
の
準
支
部

か
ら
の
報
告
を
通
し
て
、
基
礎
で
あ
る

支
部
活
動
の
考
え
方
が
示
さ
れ
、
作
り

方
、
支
部
学
習
で
同
盟
を
学
ぶ
、
小
さ
く

て
も
情
勢
が
学
べ
る
支
部
、
支
部
活
動

を
通
し
て
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
と
い

う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
今
回
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
意
味
の
あ
る
総
会
と
な
っ
た
。

卯
歳
代
を
迎
え
ら
れ
た
冨
矢
さ
ん

が
治
安
維
持
法
下
・
神
奈
川
で
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
シ
リ
ー

ズ
と
も
い
う
べ
き
３
巻
目
を
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
布
施
辰
治
や

野
呂
栄
太
郎
の
よ
う
に
近
現
代
史
上

本
の
紹
介

『
続
・
夜
明
け
を
め
ざ
し
て

治
安
維
持
法
下
に
た
た
か
っ
た
人
び
と
・
神
奈
川
県
』

支
部
に
持
ち
帰
っ
て
役
立
て
て
ほ
し
い

と
述
べ
、
時
間
通
り
閉
会
し
ま
し
た
。

会
長
に
石
丸
あ
き
じ
、
事
務
局
長
に

田
中
鉄
夫
を
再
選
し
ま
し
た
。

（
県
本
部
事
務
局
長
・
田
中
鉄
夫
）

口
Ⅲ
川
〕
新
体
制
で
元
気
よ
く

同
盟
石
川
県
本
部
は
、
６
月
四
日
、

近
江
町
交
流
プ
ラ
ザ
集
会
室
に
お
い
て

第
犯
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
中
央
本
部
会
長
の
増
本

一
彦
氏
が
、
「
い
ま
、
な
ぜ
『
治
安
維

う
な
人
ま
で
も
Ⅳ
」
と
驚
き
を
禁
じ

得
な
い
ほ
ど
幅
広
い
人
々
が
登
場
し

ま
す
。横

浜
の
蕎
麦
屋
の
娘
さ
ん
だ
っ
た

望
月
タ
カ
さ
ん
は
特
高
の
取
り
調
べ

で
「
小
林
多
喜
二
を
読
ん
だ
だ
ろ
う
」

と
問
わ
れ
「
そ
の
人
は
何
で
す
か
」

と
聞
き
返
す
、
だ
っ
て
初
め
て
そ
の

名
前
を
知
っ
た
の
で
す
か
ら
。
続
く

如
日
間
の
拘
留
、
四
歳
で
し
た
。
旗

岡
景
吾
さ
ん
は
「
弟
（
演
劇
青
年
．

忘
れ
ら
れ
な
い

仕
事
を
残
し
た

人
々
だ
け
で
な

く
、
「
こ
の
よ

◎
栃
木
県

伊
藤
千
代
子
映
画
化
へ

救
援
会
と
共
催
学
習
会

栃
木
県
本
部
は
６
月
別
日
、
日
本
国

民
救
援
会
栃
木
県
本
部
と
共
催
で
「
伊

藤
千
代
子
の
生
涯
」
映
画
化
支
援
学
習

会
を
開
催
し
、
如
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
藤
田
廣
登
氏
は
、
な
ぜ
今
、

伊
藤
千
代
子
に
光
を
当
て
る
の
か
、
映

画
化
に
足
る
女
性
で
あ
っ
た
か
を
資
料

を
駆
使
し
解
明
し
ま
し
た
。
治
安
維
持

法
が
荒
れ
狂
う
な

撫深い
思
い
や
り
な

ど
の
人
間
性
も
明
ら
か
に
し
、
非
合
法

時
代
に
知
恵
を
尽
く
し
死
力
の
活
動
を

続
け
た
千
代
子
は
映
画
化
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
女
性
活
動
家
で
あ
る
と
顕
彰
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
戦
前

回
帰
志
向
政
治

の
今
日
、
こ
の

映
画
を
多
く
の

国
民
に
届
け
た

い
と
重
ね
て
映

梨
地
四
郎
）
は
い
つ
ま
で
拘
留
さ
れ

て
い
る
の
か
？
」
と
県
特
高
課
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
ち
ょ
う
ど
良

か
っ
た
、
君
も
し
ば
ら
く
入
っ
て
い

ろ
」
と
留
置
所
に
入
れ
ら
れ
、
６
カ

月
後
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
死
亡
、
享

年
犯
歳
。
墓
所
は
鶴
見
の
総
持
寺
。

治
安
維
持
法
制
定
か
ら
１
０
０
年
、

彼
ら
が
踏
み
し
め
て
い
た
同
じ
京
浜

の
地
で
、
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
の
時

代
を
も
っ
と
能
動
的
に
生
き
て
い
こ

う
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
中
央
常
任
理
事
和
田
庸
子
）

冨
矢
信
男
・
編
集

領
価
１
０
０
０
円

持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
活
動
』

な
の
か
」
を
主
題
に
次
の
よ
う
な
内
容

の
講
演
を
行
い
ま
し
ま
し
た
。

「
戦
後
の
日
本
は
、
『
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
』
の
無
条
件
受
諾
に
始
ま
る
が
、
同

宣
言
、
第
皿
項
は
『
日
本
国
政
府
は
日

本
国
民
の
間
に
お
け
る
民
主
主
義
的
傾

向
の
復
活
強
化
に
対
す
る
一
切
の
障
碍

を
除
去
す
べ
し
。
言
論
・
宗
教
．
及
び

思
想
の
自
由
並
び
に
基
本
的
人
権
は
確

立
せ
ら
る
く
し
』
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活
強
化
こ

画
製
作
へ
の
支
援
と
募
金
の
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。
参
加
者
の
女
性
（
沌
歳
）

は
「
人
道
に
反
す
る
行
為
が
放
免
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
怒
り
を
お
ぼ
え
ま
す
↓

映
画
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
当
日
は
会
場
で
、
４
万
７

千
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
本
部
・
小
貫
景

◎
埼
玉
県

「
署
名
目
標
」
か
通
過
達
成
し
国
会
請

願
に
２
人
が
参
婦
川
行
田
・
羽
生
支
部

署
名
目
標
を
達
成
し
百
筆
引
き
上
げ

た
、
今
期
の
「
目
標
３
０
０
筆
」
を
も

超
過
達
成
し
て
、
国
会
請
願
に
２
人
の

代
表
を
送
り
ま
し
た
。

地
元
の
メ
ー
デ
ー
に
は
、
「
国
賠
同

盟
」
行
田
。
羽
生
支
部
の
旗
を
初
披
露

し
て
参
加
す
る
事
。
団
体
へ
の
申
し
入

れ
行
動
な
ど
も
具
体
化
し
各
会
員
が
条

件
を
生
か
し
て
大
奮
闘
す
る
事
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
で
は
、
同

盟
旗
が
は
た
め
く
中
で
、
決
意
表
明
も

行
い
、
署
名
も
９
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
か
ら
は
、
埼
玉
土
建
か
ら

２
筆
な
ど
嬉
し
い
変
化
が
続
き
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間
も
含
め
会
員
も
篭
起
し
、

３
年
連
続
し
て
支
部
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
和
と
民
主
主
義
の
礎
を
築
い
た
も
の

で
す
。私

た
ち
国
賠
同
盟
は
、
こ
の
闘
い
と

抵
抗
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
再
び
戦
争

と
暗
黒
の
政
治
を
許
さ
ず
、
民
主
主
義

を
更
に
発
展
さ
せ
る
運
動
を
進
め
て
行

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

増
本
会
長
講
演
の
あ
と
、
石
川
県
本

部
の
活
動
経
過
報
告
・
運
動
方
針
、
会

計
報
告
・
予
算
が
提
案
さ
れ
計
誌
を
行

い
、
異
議
な
く
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
開
催
準
備
中
に
９
人
の

新
会
員
を
迎
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

ま
た
役
員
体
制
で
は
、
会
長
・
事
務
局

長
職
を
代
行
し
て
き
た
尾
西
洋
子
を
新

会
長
に
、
堀
井
三
吉
を
新
事
務
局
長
に

選
任
し
、
納
口
清
隆
氏
は
相
談
役
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
県
本
部
事
務
局
長
堀
井
三
吉
）

郡』職峨辮 零
寺幽J､りり展凪舎

葬＝

雲 －ー

三

そ
が
治
安
維
持

法
犠
牲
者
等
の

闘
い
と
抵
抗
の

歴
史
が
求
め
て

き
た
も
の
で
あ

り
、
絶
対
主
義

的
天
皇
制
を
打

破
し
、
戦
後
の

日
本
国
憲
法
の

一
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同
盟
文
芸

短
歌
碓
田
の
ぼ
る
選

ふ
ぐ
夕
・
果
て
も
な
く
広
が
る
空
を
知
ら
ぬ
ま
ま
ガ
ザ
の
幼
児
空
爆
に

死
す
埼
玉
県
白
川
洋
子

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
求
む
貧
し
き
民
は
貧
し
き
兵
の
銃
に

倒
さ
る
大
阪
府
丸
尾
こ
と
よ

突
き
進
む
先
に
見
え
る
は
地
獄
の
門
人
は
言
う
な
り
イ
ン
パ
ー

ル
五
輪
沖
縄
県
塩
田
伸
子

座
視
で
き
ぬ
性
も
ち
焦
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
事
態
に
わ
れ
は
歯

が
み
す
る
の
み
岐
阜
県
田
中
良

右
寄
り
の
雑
誌
で
得
意
気
に
峻
呵
切
る
ア
ベ
前
総
理
に
反
省

は
な
し

岐
阜
県
和
田
昌
三

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
大
感
染
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ

と
米
紙
さ
え
言
う

大
分
県
渡
辺
幹
生

記
者
会
見
仕
切
る
は
総
理
が
選
ぶ
官
吏
茶
番
の
舞
台
は
誰
が

た
め
の
も
の
東
京
都
稲
邑
明
也

反
戦
に
た
お
れ
し
者
の
こ
こ
ろ
ざ
し
百
年
経
て
も
わ
れ
の
こ

こ
ろ
に
長
野
県
生
地
総

木
立
吹
く
風
の
音
悲
し
無
言
館
絵
筆
断
た
れ
し
子
等
を
思
い

ぬ
埼
玉
県
福
家
駿
吉

コ
ロ
ナ
禍
で
足
腰
弱
ま
り
腰
痛
に
日
ご
ろ
の
鍛
錬
不
足
を
悔

や
む
福
井
県
元
山
章
一
郎

〈
選
の
あ
と
に
〉
白
川
作
品
、
未
来
も
知
ら
ず
、
戦
争
の
た

め
に
殺
さ
れ
る
幼
児
へ
の
深
い
愛
惜
。
丸
尾
作
品
は
、
貧
し

き
民
が
、
貧
し
き
兵
に
殺
さ
れ
て
い
く
不
条
理
を
告
発
。
塩

田
作
品
は
五
輪
に
強
引
に
走
る
状
況
を
、
無
謀
な
作
戦
で
、

悲
惨
な
敗
北
を
し
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
た
と
え
る
。

神
奈
川
県
の
奈
良
（
現
横
浜
市
緑
区
）

の
小
地
主
の
家
で
、
１
９
１
０
（
明
治

甥
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
卒

業
後
は
進
学
の
た
め
、
東
京
に
嫁
い
で

い
た
姉
の
家
に
住
み
、
目
白
の
川
村
女

学
院
に
通
い
ま
し
た
。

学
校
が
姉
の
家
か
ら
近
か
っ
た
の
で

入
学
し
た
の
で
す
が
、
生
徒
は
皇
太
子

の
お
付
き
の
人
の
子
だ
と
か
、
学
習
院

の
教
官
の
子
だ
と
か
、
大
変
な
ブ
ル
ジ
ョ

ア
の
学
校
で
し
た
。

雰
囲
気
に
な
じ
め
ず
、
悩
ん
だ
時
期

に
、
国
語
を
教
え
た
教
師
に
丸
岡
秀
子

先
生
が
い
て
、
そ
の
後
の
生
き
方
に
影

響
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

悩
ん
で
い
る
こ
ろ
、
神
奈
川
師
範
の

学
内
で
社
会
科
学
研
究
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
し
て
い
た
兄
の
黒
滝
チ
カ
ラ
の
す

す
め
で
ベ
ー
ベ
ル
の
『
婦
人
論
』
や
河

上
肇
の
『
貧
乏
物
語
』
な
ど
を
読
ん
で
、

社
会
へ
の
見
方
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
に
住
む
兄
に
社
会
科
学
の
本
を

…

帝
大
セ
ッ
ル
託
児
部
で

活
動
し
た

増
田
し
う

頼
ま
れ
、
早
稲
田
の
本
屋
さ
ん
で
本
を

探
し
て
い
る
と
、
張
り
込
ん
で
い
た
特

高
に
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
初

の
検
挙
で
す
。
”
～
詔
年
ご
ろ
の
冬
で

ま
だ
川
村
女
学
院
の
生
徒
で
し
た
。

私
は
名
前
も
い
わ
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
留
置
場
に
１
週
間
も
閉
じ
込

め
ら
れ
ま
し
た
。
黙
秘
権
と
い
う
の
は

教
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
口

を
き
く
の
が
悔
し
く
て
黙
っ
て
い
ま
し

た
。
１
週
間
後
に
義
兄
が
引
き
取
り
に

き
て
く
れ
て
釈
放
さ
れ
ま
し
た
。

川
村
女
学
院
を
調
年
に
卒
業
。
教
員

よ
り
も
保
育
の
仕
事
を
し
た
い
気
持
ち

が
あ
っ
て
御
茶
の
水
女
子
高
等
師
範
学

校
保
育
実
習
科
に
入
学
。
加
年
に
卒
業
、

い
っ
た
ん
川
村
女
学
院
に
奉
職
し
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
や
め
ま
し
た
。

増
田
貫
一
が
訪
ね
て
き
た
の
は
そ
の

こ
ろ
で
し
た
。
増
田
は
兄
の
黒
滝
と
神

奈
川
師
範
学
校
の
同
級
生
で
、
在
学
中

は
学
内
に
社
会
科
学
研
究
サ
ー
ク
ル
を

川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

忘
れ
な
い
沖
縄
慰
霊
６
．
羽

大
阪
府
佐
々
木
雅
博

〈
評
〉
戦
後
何
年
経
っ
て
も
、
あ
の
沖
縄
戦
の
悲
劇
は
忘
れ

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
の
は
現

代
人
の
責
務
で
す
。

巣
ご
も
り
が
推
奨
さ
れ
る
世
を
生
き
る

大
阪
府
大
和
峯
二

日
本
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
植
民
地

島
根
県
小
玉
信
恵

墓
参
路
に
老
舗
ポ
ス
タ
ー
凛
と
立
つ埼

玉
県
大
野
辰
男

コ
ウ
ノ
ト
リ
年
々
出
番
減
る
ば
か
り東

京
都
稲
邑
明
也

俳
句
望
月
た
け
し
選

コ
ロ
ナ
禍
に
選
ぶ
は
い
の
ち
街
暑
し埼

玉
県
小
池
荘
八

や
め
な
か
っ
た
戦
争
や
め
な
い
五
輪
六
月
来

東
京
都
今
井
ま
き
子

青
田
風
コ
ロ
ナ
退
治
の
波
立
て
よ

兵
庫
県
岸
本
守

署
名
集
め
に
梅
雨
の
晴
れ
間
の
友
誘
う

三
重
県
橋
本
し
げ
る

自
問
し
て
読
む
『
資
本
論
』
梅
雨
盛
ん

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

〈
評
〉
小
池
句
の
「
選
ぶ
は
い
の
ち
」
は
正
し
い
選
択
。
今

井
句
の
戦
争
と
五
輪
も
、
引
く
に
引
け
ず
に
進
ん
だ
旧
日
本

軍
の
敗
戦
の
道
を
思
っ
て
し
ま
う
。
ヨ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ

た
証
と
し
て
の
五
輪
」
は
、
管
首
相
の
美
辞
麗
句
と
な
る
だ

ろ
う
。

京
帝
国
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
託
児
部
に

保
母
と
し
て
働
き
始
め
た
の
は
訓
年
秋

で
し
た
。
増
田
が
教
育
運
動
へ
の
協
力

を
求
め
た
の
は
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
就

職
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
し
た
。

増
田
は
詔
年
に
横
浜
市
で
教
職
に
つ

き
ま
し
た
が
、
同
年
検
挙
さ
れ
、
教
員

免
除
も
砿
奪
さ
れ
ま
し
た
。
釈
放
後
、

全
協
日
本
一
般
使
用
人
組
合
教
育
労
働

部
常
任
委
員
と
し
て
地
下
活
動
に
入
り

ま
し
た
。
私
は
少
な
い
給
料
か
ら
教
育

運
動
の
地
下
組
織
に
カ
ン
パ
し
ま
し
た
。

セ
ッ
ル
に
払
う
食
事
代
も
な
く
て
、
い
っ

し
ょ
に
働
い
て
い
た
女
の
子
が
家
か
ら

持
っ
て
く
る
２
人
分
の
弁
当
を
食
べ
た

り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
２
本
で
１
日
を
過
ご

し
た
り
の
生
活
で
し
た
。

訓
年
山
月
、
増
田
は
私
の
レ
ポ
活
動

に
か
か
わ
っ
て
治
安
維
持
法
違
反
で
検

挙
さ
れ
、
４
年
間
も
獄
中
に
い
て
、
懲

役
２
年
、
執
行
猶
予
４
年
の
判
決
を
受

け
ま
し
た
。

私
は
増
田
に
協
力
し
て
、
セ
ッ
ル
活

動
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
地
下
組
織
と
の

レ
ポ
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
尾

連
動
を
た
た
か
っ
て
い
ま
し
た
。

ｌ

つ
く
り
、
兄
と
は
辿
歳
の
春
か
ら
解
放
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
逮
捕
さ
れ
ま
Ｌ

彼
の
す
す
め
で
、
本
所
横
山
町
の
東

い
た
だ
い
た
、
大
和
峯
二
さ
ん
の
作
品

で
す
。
特
別
に
珍
し
い
川
柳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
峯
二
さ
ん
の
川
柳
に
対
す

る
強
い
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
て
心
に

響
き
ま
す
。

今
の
世
の
中
を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、

政
治
を
始
め
経
済
面
、
教
育
面
等
々
矛

盾
ば
か
り
が
目
立
ち
、
く
ら
し
は
一
向

に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
に
過
去

に
例
を
見
な
い
コ
ロ
ナ
禍
が
覆
い
被
さ
っ

て
、
正
に
瀕
死
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
川
柳
の

出
番
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
や
不
満
や
怒
り
を
ぜ
ひ
、
５

７
５
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、
同
盟
文
芸

へ
送
り
出
し
て
下
さ
い
。
一
度
出
句
す

る
と
。
ヘ
ン
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
よ
。

圭
室
」
つ
少
」
。

さ
あ
、
川
柳
し
ま
せ
ん
か
。

（
締
め
切
り
は
毎
月
旧
日
・
編
集
部
）

.『"~壷､、
．、、

凸

〃
川
柳
し
ま
せ
ん
か
″

川
柳
選
者
鈴
木
い
さ
お

「
悪
政
に
怒
り
の
ペ
ン
が
止
ま
ら
な
い
」

し
か
し
謁
年
に
は
、
街
頭
レ
ポ
の
現
一

場
で
笹
局
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

取
り
調
べ
は
前
よ
り
ひ
ど
く
、
指
に
鉛
一

筆
を
挟
ん
で
痛
め
つ
け
た
り
、
腕
に
タ
｜

バ
コ
の
火
を
こ
す
り
つ
け
た
り
し
ま
し
一

守
る
会
」
や
医
療
生
協
な
ど
の
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
（
証
言
は
「
不
屈
」

神
奈
川
県
版
例
年
２
～
５
月
号
よ
り
抜

粋
）

た
。
黙
秘
を
貫
き
１
カ
月
間
留
置
さ
れ

て
釈
放
さ
れ
た
の
は
、
セ
ッ
ル
児
童
部

の
お
母
さ
ん
や
父
兄
た
ち
の
釈
放
運
動

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
釈
放
し
ろ
」
と
、
毎
日
の
よ
う
に
お

母
さ
ん
た
ち
が
警
察
に
デ
モ
を
か
け
た

の
で
す
。
こ
れ
に
は
本
当
に
感
激
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
あ
っ
て
、
セ
ッ
ル
を
弾

圧
か
ら
ど
う
守
る
か
と
い
う
議
論
が
お

こ
り
、
強
く
引
き
留
め
ら
れ
ま
し
た
か

迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
弘
年
に
退
聡
し
ま
し
た
。

戦
後
は
大
和
市
の
「
生
活
と
健
康
を

扱
い
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
警
察
は

た
。
、
日
く
ら
い
留
置
さ
れ
、
ひ
ど
い

私
と
増
田
と
は
私
的
な
付
き
合
い
と
思
っ

た
よ
う
で
、
私
か
ら
は
、
あ
ま
り
聞
き

取
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

＃
一
垂
《ん

聖
壇
制
”
Ｆ
日
日
■

ｆ
‐
ｒ
、

こ
の
句
は
、

今
か
ら
４
年
前
、

２
０
１
７
年
の

年
間
最
優
秀
作

品
に
選
ば
せ
て

’
－7－ －6－
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「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

製
作
。
上
映
運
動

新
チ
ラ
シ
活
用
、
製
作
運
動
全
開

上
映
債
権
２
５
０
口
に
到
達

「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
製
作
運

動
は
、
新
タ
イ
ト
ル
・
出
演
俳
優
紹
介

の
新
チ
ラ
シ
を
活
用
し
て
一
気
に
加
速
。

製
作
資
金
は
６
月
末
２
５
０
口
（
１
口

、
万
円
）
を
超
え
て
前
進
（
別
表
）
・

新
コ
ロ
ナ
禍
に
仲
間
増
や
し
を
持
続

さ
せ
て
い
る
同
盟
組
織
基
軸
の
取
り
組

み
が
全
国
３
分
の
２
を
超
え
る
府
県
に

展
開
さ
れ
た
成
果
で
す
。

ま
た
各
地
で
全
県
・
地
域
実
行
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
上
映
運
動
も
視
野
に

入
れ
た
動
き
も
加
速
さ
れ
は
じ
め
ま
し

た
。
６
月
”
日
に
は
、
オ
ー
ル
福
岡
の

製作資金（」 映憧権口数）
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州
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一
州
一
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》
｜
呼
一
拙
一
榊
一
》
一
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東京都

全I到の会

神奈川

II1梨県

長野ﾘ『L

新潟ﾘi4

石jI I JIL

１
０
０
８
■
句
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

１
》
６
－
媚
一
加
一
調
－
６
》
４
一
刻
－
４
塵
１

1

7

1

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
同
盟
を
含
む

県
内
妬
団
体
、
焔
人
が
参
加
し
て
数
千

枚
の
「
製
作
協
力
券
」
普
及
運
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

俳
優
勉
強
会

▼
６
月
娼
日
、
青
年
座
劇
場
で
千
代
子

役
の
井
上
百
合
子
さ
ん
、
浅
野
役
の
窪

塚
俊
介
さ
ん
ら
加
入
余
が
参
集
。
原
作

者
の
藤
田
廣
登
氏
の
「
治
安
維
持
法
と

千
代
子
の
青
春
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
後
、

桂
監
督
に
よ
る
演
技
指
導
を
開
始
。
緊

張
し
た
演
技
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
さ

ら
に
７
月
Ⅳ
．
魑
日
に
は
、
主
演
の
井

上
さ
ん
の
千
代
子
墓
参
と
ロ
ケ
地
見
学
・

歓
迎
の
つ
ど
い
（
諏
訪
、
松
本
両
会
場
）

を
行
な
い
、
撮
影
開
始
に
備
え
ま
す
。

▼
新
チ
ラ
シ
活
用
、
第
２
次
学
習
キ
ャ

ラ
バ
ン
へ
同
盟
千
代
子
チ
ー
ム
は
、

ワ
ー

レ■ﾛ

'1

1

4

2

編井ﾘi4

岐阜県

紳岡県

愛知県

滋侭ﾘ『↓滋伐

宮崎県

九平研

沖繩県

任意募金

合制一

２
一
四
一
４
－
幅
－
１

１
甲
１

1

20

258

千
葉
市
中
央
区
長
洲
１
１
畑
１
８

－

自
治
体
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

電
話
０
９
０
（
７
９
０
９
）
０
８
４
９

塁
〆
０
４
３
（
４
４
１
）
５
０
９
４

新
チ
ラ
シ
８
万
枚
と
全
国
第
２
次
学
習

キ
ャ
ラ
バ
ン
（
講
師
料
等
無
料
）
の
活

用
を
呼
び
か
け
ま
す
。

【
住
所
変
更
】

千
葉
県
同
盟
本
部

〒
２
６
０
１
０
８
５
４

66
月月
2523
日日

５
月
旧
日

５
月
旧
日

５
月
烈
日

５
月
別
日

５
月
蛎
日

５
月
幻
日

６
月
８
日

６
月
別
日

同
日

５
月
３
日

５
月
６
日

同
日

５
月
１
日

５
月
７
日

５
月
旭
日

同
日

中
央
メ
ー
デ
ー
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加

５
．
３
憲
法
大
行
動

国
会
請
願
各
党
挨
拶
要
請

大
阪
府
本
部
塩
田
一
行
事

務
局
長
通
夜

「
不
屈
」
編
集
会
議

国
会
請
願

映
画
「
千
代
子
」
製
作
発

表
会

オ
ン
ラ
イ
ン
三
役
会
議

東
京
都
本
部
大
会

全
労
連
会
館
運
営
委
員
会

山
梨
県
本
部
総
会

国
会
請
願
追
加
要
請

日
本
母
親
大
会
実
行
委

「
不
屈
」
編
集
会
議

会
長
・
事
務
局
会
議

国
際
人
権
活
動
日
本
委
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『治安維持法と現代』 '4月30日発売’［2021年春季号(41号）
【主な内容】＜巻頭論文＞日本学術会議任命拒否と反憲法政治＝小沢隆一、
戦前のもう一つの学問統制・学問動員＝萩野富士夫、 く情勢学習＞菅政
権の防衛政策一急浮上した敵基地攻撃能力＝半田滋、 3． 11大震災から10
年の福島＝伊藤達也 「新自由主義」とコロナ・パンデミックー友寄英隆、
ジェンダー・ギャップ指数と日本社会の課題＝清末愛砂、 「拷問の時代を
終わらせるため」＝山田朗、くエッセイ＞没後70年・治維法下の宮本百合
子＝澤田章子、 《研究報告》秩父事件と女性たち、浅野晃「幻想詩集』を
読む＝入谷寿一★国会請願署名の衆・参両院の紹介議員一覧

Ｕ
堂
宇
砥
口
茂
か
加
誤
世
酎
郡
・
凸
予
玲
凸
グ
ザ心

や
企
。

望
ワ
ひ
ち
夕
白
申
、
毛
■
凧
睦
脾
口
学
■
Ｌ
Ｇ
Ｐ

●

恥

巳

弄

”

、

●

■

や
凹
召
剤
の

“
幻
確
虹
も

一
《
一
一
一

や
、
》
恥
錘

秘
も
８
．
０
℃

治安維持法と現代を結ぶ運動理論誌 定価1000円、申込みは中央本部 各都道府県本部へ。
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